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１． はじめに 
 近年，増大するWeb 情報から有用なWeb ページを探す

ために，Web のリンク構造に着目した研究や検索サービス

が盛んになっている．PCやネットワークの高速化など急速

なITの進歩により，複数台のPCで構成される比較的小規

模な分散環境下でも，膨大なWeb情報を収集・解析するこ

とが可能になりつつある． 
本研究では分散オブジェクト技術 HORB を用いた分散

コンピューティング環境下で，Web のハイパーリンク収集

システムを構築した．分散環境ではMaster－Slave方式の

負荷配分を採用しており，Master は初期条件（解析する

URL数，リンクの深さ）に基づいたSlaveのタスクの割り

当て管理を行う． 
本論文では，まずシステム構成の概要，全体の処理フロ

ーについて述べる．次に，リンクを収集するSlavePCの台

数変化による収集結果を示し，台数変化や初期条件変化に

よる収集パフォーマンスに現れる影響についても述べる．  
 
２． システム構成の概要 
（１） 使用したマシン構成について 
 マシンは Pentium2-400MHz，128M-SDRAM で，

MasterPC 1台，SlavePC 10台，PostgreSQLデータベー

スサーバ 1台で構成した． 
（２） 分散オブジェクト技術：HORBについて 
分散オブジェクトの代表的な技術にはJavaAPIのRMI，

CORBA，HORBがあるが，HORBはIDLレス，SunJava
完全互換，RMI 以上の速度パフォーマンスを持っているこ

とから，マルチスレッド処理を含めて容易かつ高速処理を

実現できる技術と考え，本システムの実装に取り入れた． 
 

３． システム全体の処理フロー 
MasterはSlaveのタスク量を決めるURL数とリンク収

集の深さの初期変数を持ち，データベースから取得した

URLデータをSlaveに渡す．Slaveは割り当てられたURL
先の Web ページを解析しリンクを取得する．また Master
は常に各Slaveのタスク処理の監視をしており，Masterは
タスクを終了したSlaveに新しいURLタスクを渡す． 

また，Slaveはタスクを終了すると，取得したリンクデー

タをMasterに渡す．Masterは渡されたリンクデータをデ

ータベースに保存する．またMasterはリンクデータから未

解析URLを新たなタスクURLとして保存する． 

 
図１．システム全体の処理フロー 

 
４． 台数変化によるリンク収集の実験例 
 例としてSlaveの台数変化（2，5，10台）によるリンク

収集の結果を表１に示す．本実験では初期URL数３，リン

クの深さ４とした．初期URLは無作為に抽出した各大学の

TOP ページとした．評価は「解析した Web ページ数」と

「取得したリンク数」で行った． 
  2 台 5 台 10 台 

ページ数 1586 3384 6033 

リンク数 20010 27227 43043 

表１．台数変化によるURL取得結果 
 

５． まとめ 
 表１から，SlavePC を増やすと解析したページ数，取得

したリンク数はともに増加していることがわかる．今回は

初期条件を変えた結果を載せていないが，初期URL数，リ

ンクの深さを大きくすれば取得できるリンクデータは多く

なると考えられる．但し，時間などの他の評価を取り入れ

るとパフォーマンスは変わると考えられる．また初期に渡

す URL データによっても結果が変化することも考えられ

る．URLの割り当て方や，リンク取得の探索方法などを考

慮すればより効果的に収集が可能になるだろう． 
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